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グラムを行った。プログラムは 1 回 30～40 分、週 1～2 回の頻度で、計 5 回で構成している。セ
ッション 1 ではプログラムの説明と導入を行い、セッション 2～5 の導入部分ではワーキングメモ
リへの介入としてトランプの神経衰弱を行った。さらに、セッション2では心の理論の「視点取得」、




 著者は、入院中の統合失調症者 46 名を対象にプログラムを実施した。統合失調症者の背景につ
いて、性別、服薬量、陽性症状・陰性症状評価尺度（PANSS）を調査している。心の理論の評価
には一次誤信念課題、二次誤信念課題、ヒント課題、ワーキングメモリは Trail Making Test Part 
B（TMT-B）、逆唱を、社会機能は Social Behavior Schedule（SBS）、そして対人機能は精神障害




Mann-Whitney の U 検定、Kruskal-Wallis 検定を行い、各変数の相関関係について Spearman の
順位相関係数を用いて分析している。 
【結果】著者は、精神科救急・急性期病棟 2 病棟で、統合失調症者に 10 カ月にわたり 46 名に対し
てプログラムを実施したが、プログラム実施中に退院になった対象者を除外し、最終的な分析対象
者は 36 名であった。対象者の平均年齢は 45.03（SD = 9.01）歳、性別は男女とも各 18 名、介入





とも全員が正答となり、ヒント課題（p < .01）、TMT-B （p < .01）、逆唱（p = .02）、そして心の
























 令和元年 8月 9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
